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2050年ごろの実現を目指すつくばエクスプレス（TX）の延伸先を検討してきた茨城県は31日、「土浦方面」が有力との案を正式にまとめた。「筑波山」「茨城空港」「水戸」「土浦」の4案から需要予測を検討。最もコストが安く、採算性が見込める土浦延伸が妥当とした。概算事業費は約1400億円で、接続駅はJR常磐線の土浦駅とする。


学識経験者らでつくる第三者委員会（委員長=岡本直久・筑波大学教授）が同日午後、茨城県庁で最終会合を開き、絞り込んだ。

具体的な延伸先として土浦駅のほか、同駅から一つ水戸寄りの神立駅についても検討。市街地が発達した土浦駅より神立駅の方が概算事業費は低いが、収支採算性や投資額に対する経済効果の高さを示す費用便益比（B/C）は土浦駅の方が高く、接続は土浦駅とした。JRの特急が停車する接続の利便性も考慮した。

土浦延伸で、秋葉原駅など東京圏から2時間以内で往来できる地域が拡大し、居住人口も約14万人増える見通しだ。

土浦駅周辺には霞ケ浦やサイクリングロードがあり、観光需要も大きい。沿線開発や企業誘致による移住、2地域居住需要が見込め、東京圏からの新たな人の流れも期待できる。

水戸駅からつくば駅までの時間短縮効果も大きい。つくばから90分圏内の県北・県央の居住人口が27万5000人増加。県庁所在地の水戸市とつくば市を一体化した経済圏形成にも寄与できるとした。

単年度収支については現状では3億円の赤字を見込む。費用便益比も0.6と、事業化の目安となる1.0未満だが、4案の中では最も高い点を評価した。

茨城空港への延伸は、空港周辺が鉄道空白地帯で時間短縮効果は大きいが、年間50億円の赤字を予想。輸送人員や輸送密度、費用便益比が4案のなかでは最低で、課題は大きいと判断した。

水戸方面は、既存のJR常磐線やバス路線への影響が極めて大きいと指摘。距離も約46キロと長く、建設費も約4800億円で最大などとして見送った。

筑波山方面は、JR常磐線と接続しない。つくばと水戸の二大都市圏の交流拡大が期待できず、輸送密度も劣るとした。


第三者委員会から大井川知事㊧にTX延伸方面の提言書を手渡した（31日、水戸市）
最終提言は同日、茨城県の大井川和彦知事に提出。30日かけて広く市民に意見を募るパブリックコメントに諮る。6月をめどに延伸先を正式に決める予定だ。

TX延伸を巡っては、17年に推進派の大井川知事が当選。21年9月に再選し、調査検討費を22年度予算に初めて計上。構想が一気に具体化した。

なかでも土浦市は大きな期待を寄せ、23年度予算に延伸の波及効果を検証する費用330万円を初めて計上するなど、延伸実現に向け積極的に動いてきた。

TXは05年8月、約8000億円を投じて秋葉原―つくば間約60キロメートルが開業。都心とつくば市を最速約45分で結ぶ。つくば市や守谷市、つくばみらい市などの沿線人口が22年度までに3割弱増加するなど、大きな効果を生んでいる。

（伏井正樹、松隈未帆）

【関連記事】
・TX延伸「土浦方面」と提言　茨城県の第三者委員会

・TX東京延伸、臨海地下鉄接続案で再浮上　大深度が課題に

・宇都宮LRT、駅西延伸計画で軌道設計・安全対策に制約

・鉄道延伸、誘致に熱　赤字相次ぐローカル線

・北関東の公示地価、茨城は31年ぶり上昇　県南がけん引
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